
会員増強親睦夜例会 

2023-2024 第12回例会 
地域社会の 

経済発展月間 

10月 25日 No.1538 

◆本日のプログラム 

 18：30 点鐘 

  ロータリーソング「四つのテスト」 

  ゲスト・ビジターの紹介 衛藤祐介 会長 

  会長の時間 衛藤祐介 会長  

  出席報告及び幹事報告 中山省悟 幹事 

  ロータリー情報 R情報担当委員 

  委員会報告 各 委 員 会 

  スマイルボックス 親 睦 担 当 

 18：45 会員増強親睦夜例会  

  会長挨拶 衛藤祐介 会長  

 18：50 乾杯  

 18：55 歓談  

 19：05 クラブ紹介動画  

 19：10 会員スピーチ  

 19：50 ゲスト・紹介スピーチ  

 20：20 ゲーム（じゃんけん）  

 20：30 いやさか  

  閉会  

◆今週のお祝い 

 ●創立記念日 

  衛藤祐介会員 

  
 （株）ＭＣＳ環境計画 1級建築士事務所 

 H2年 11月 1日（33年） 

   

 ●結婚記念日 山本真一会員 H9年 11月 1日 

  工藤 隆会員 S50年 11月 2日 

  河野浩二会員 H13年 11月 3日 

    

 ●会員誕生日 園田哲史会員 10月 25日 

    

◆幹事報告 

 
・元会員の小野日隆氏より「あわのさま 81号」が届いて

います。手紙は回覧します。 

    

 

 

・来週 10/25（水）は会員増強親睦夜例会。 

オアシス 21階エトワール、18：30点鐘。 

    

 
・11/1（水）は定款第 7 条第 1 節に基づき例会取り止

め。11/8（水）は通常のお昼の例会。 

◆ゲスト・ビジターの紹介 （ 10月 18日） 

 ●ｹﾞｽﾄ ナシ 

 ●ビジター ナシ 

◆今後の例会予定 

 ●11月 8日 地区補助金プロジェクトについて 

 ●11月 12日 
野外家族例会 

第 1回大分城西ＲＣ自給自足大会 

 ●11月 15日 11/12（日）に例会変更 

 ●11月 22日 
定款第 7 条第 1節に基づき例会取り

止め 

 ●11月 29日 未定 

   

 ●職業奉仕 3分スピーチ 

 
本日は、なし。 

今後の予定 (11/8)岩田会員  

 

 

会長 衛藤祐介 

幹事 中山省悟 

国際ロータリー会長 
ゴードン R.マッキナリー 
第 2720 地区ガバナー 
 膳所 和彦 
大分第 4Gガバナー補佐 
吉良 昌一 

 

 

 

 

 

 

 

世界に希望を生み出そう 
大分城西ロータリークラブ 

クラブ スローガン「委員会の活性化」 
地区スローガン 
ロータリーは学び舎であり、また遊び場である 

そして今、ロータリーアクションは世界を変える。 
  

 ＜四つのテスト＞１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 出
席

報

告 

10月 18日 9月 27日  編
集
担
当 

 10月 眞上 晋 

会員総数 出席者数 出席率 ｹ゙ｽﾄ ﾋ゙ｼ゙ﾀー  会員総数 出席者数 補填数 修正出席率    11月 松田尚美 

32名 23名 74.2％ 0名 0名 32名 26名 1名 84.4％    12月 村上智貴 

例会日 水曜日 12:30～13:30 事務局 〒870-0021 大分市府内町ﾄｷﾊ会館 4階 E ﾒｰﾙ oitajosairc@mist.ocn.ne.jp 

例会場 ホテル日航大分ｵｱｼｽﾀﾜｰ TEL 097-532-0611  FAX 097-532-8386 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://oitajosairotaryclub.com 

 



◆ロータリー財団寄付 

村上智貴会員    （100 ドル） 

 

10月 24日は世界ポリオデーです。あと２ヵ国と減って
いたポリオが国際的な人の移動で、アメリカやマラウイで
小児マヒ患者の発症が確認されるなど、まだ根絶には
支援が必要と思い 100 ドル寄付します。 

◆スマイルボックス 

佐藤俊治会員   （5口） 

 会社創立 50周年を記念して、昨年より本社の建て替
えを行って参りましたが、お陰で昨日竣工式を終える事
が出来ました。これも偏に設計をして頂いた衛藤会長、
構造の河野さん、設備の石橋さん、インテリアの中村さ
んと城西グループの御指導の賜物であり、感謝して5口
申告致します。 

伊藤秀海会員   （2口） 

 9 月に結婚記念日と妻の誕生日祝いをクラブよりいた
だきました。感謝申し上げます。ありがとうございました。 

◆会長の時間（ １０月 １８日）  会長 衛藤 祐介 

  『ロータリー財団・会員増強セミナーin大山』 
 
 先週の土曜日、表記セミナーに吉岡会員増強委員長と
参加してきました。 
私の最初の「会長の時間」の時にお話ししましたが、「ロー
タリー百科事典」の中で、「会長の時間」と言う項目がありま
す。『クラブ会長は各例会で 5分間程度の「会長の時間」を
もち、クラブ活動やロータリー全般に関わる情報を提供する
ことが推奨されています。会長はテレビや新聞に出てくる政
治や経済問題、或いは自分の趣味の話題は出来るだけ別
の機会に話すようにし、ロータリーでの「会長の時間」はクラ
ブや会員の活動についての話題や情報を中心に行いま
す。 となっています。 
そこで本日は初心に戻って、セミナーの報告をさせていた
だきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 会員増強の話は非常に面白く、役に立つものでした。その
中で、まず楽しい例会とは何かというディスカッションが行わ
れました。ロータリーをやめたいと思った人は、セミナー参加
者の７０％以上でした。例会は楽しくなければいけない。楽
しいと感じるのは、自分自身が無理をしなくて良く、個人の
ペースで参加できる。そして、自分が必要とされ、受け入れ
られていること。 
 私も、クラブの活動では、一部の人のみにしわ寄せが行っ
て、要領よく何もしない人といつもお世話をする人がいるの
は不公平だ。皆で平等に活動しなければと思っていました
ので、何もしたがらない会員に無理に役を押し付けようとし
ていました。個人それぞれの考え方や性格があることを考
慮しなければ、楽しくない例会になってしまいます。反省点

です。 
 しかし、わがままばかり聞いていてもクラブが滞ってしまい
ますから、難しいところですね。 
 次に会員募集の方法には「プッシュ型」と「プル型」「育成
型」があるということです。 
プッシュ型は「銛で魚を突く」方法。プル型は「餌を巻いて魚
を釣る」方法。育成型は「生簀で魚を育てる」方法です。 
 城西クラブが今までやってきたことは「プッシュ型」です。
めぼしい人を見つけて勧誘していく方法です。この方法では
そのうち行き詰ってしまいます。 
「プル型」は、パンフレットなどで情報をばらまき（エサ）食
いついてきた人を勧誘する方法。男女間で「好きです、付
き合ってください」と追いかけるのがプッシュ型。相手から
「好きです」と言わせるのがプル型です。ロータリーは活動を
広報してはいけないという間違った解釈」があったため、活
動を広く広報しない風潮がありましたが、適正な広報は推
奨されているのです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 最後の「育成型」は、衛星クラブを作って、まずそこに入
会してもらう方法です。 
若い人でロータリークラブへの入会をためらう 3 大要素は、
会費、出席義務、例会開催時間。だそうです。 
 会費は、例会食費や事務局費等を除き純粋な必要費用
は年間 36,000 円ほどです。衛星クラブを作って、会費を
安く抑え、例会数も減らし、例会時間を夕方からにすると、
随分ハードルが下がります。しばらく衛星クラブに在籍しても
らい、折を見て本クラブへ移籍してもらう方法をとれば、若
い人の入会がスムーズに運ぶルートが出来上がります。 
 2700 地区では、この衛星クラブ普及を進めているとのこ
とでした。 
当クラブも真剣に考える時期かもしれません。 

 

◆職業奉仕報告（ １０月 １８日）  河野 浩二 会員 

建築物を設置するときのルールがあります。違反の未然
防止に向けた取り組みとして、よくある違反事例を分かりや
すく紹介した啓発資料が大分市のＨＰに掲載されているの
で紹介します。ＱＲコードから資料をダウンロードできますの
で、ご活用ください。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      



◆卓話の時間  吉岡尚美 会員 
（特定非営利活動法人 リラクセーション桜） 

        『経営者とメンタルヘルス』 
 
 世界中で３億人以上がうつ病で苦しんでいて、ＷＨＯ（世
界保健機構）からの発表では、2030 年には「うつ病」が世
界の疾病負荷第一位となると予想されています。しかし医
療現場では薬物治療の限界が報告され、疾病になる前の
予防としての「メンタルヘルスケア」の対策に期待されてい
る現状があります。 
日本でも年々増加傾向でありメンタルヘルスに関する問題
にあふれています。 
 こころの病気は、生涯を通じて５人に１人がかかるともい
われ、ストレスなどが積み重なることがきっかけとなって、か
かってしまうこともあり特別な人がかかるものではなく、誰で
もかかる可能性があるのがこころの病気です。 
国際ロータリーも「メンタルヘルス」を支援するためのプロジ
ェクトを優先的に行うと宣言されました。 
本日の卓話テーマである経営者のメンタルヘルス、日本
では雇用される側の従業員の心の問題については社会的
な注目が集まり、世間から同情だってされるようになってき
ていますが、経営者という地位にある人の悩みや不安に対
してはあまり目が向いていません。むしろ「経営者は強い人
たちだ」と見られる傾向があり、資金繰りがつかない、社員
から裏切られるなどの経営者特有の心の痛みや会社の将
来を心配して生じるストレスなどは、多くの場合見落とされ
ている状況です。 
 経営者自身も『メンタル不調（精神疾患）に対して、弱い
人、危険であるという漠然とした誤解や偏見など正しく理解
していない』というような課題もあります。とくに問題なのは多
くの経営者がケアの方法を知らない、不調になっても自分
一人で何とかしようとする、辛いと言うことに躊躇するという
ことがあります。そこには経営者に対する情報提供やサポ
ート体制にも問題があると考えられます。 
経営者のメンタルヘルスに対するサポートは重要かつ緊
急性のあるテーマだと感じています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

◆メンタルヘルスケア・話を聞いてもらう効果 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 



◆「経営者とメンタルヘルス」希望を生み出す未来 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2023-24年度 RI会長ゴードン R.マｯキナリー ﾒｯｾｰｼﾞより 
 
◆自己紹介 
名   前  吉岡 尚美（よしおか なおみ） 
所   属  大分城西ロータリークラブ（ロータリー歴４年） 
職   業  人材育成コンサルタント 
法 人 名  特定非営利活動法人リラクセーション桜 
事業所名  さくらメンタルオフィス 
 
人材育成のコンサルティング事業、健康経営支援事業等
を行う「さくらメンタルオフィス」と、メンタルヘルス関連のボ
ランティア活動を行う「特定非営利活動法人リラクセーショ
ン桜」にて理事長をしています。 
「さくらメンタルオフィス事業所」では、主に人材育成コンサ
ルティング事業を通して、幹部社員の成長強化、働きやす
い職場づくり、選ばれる組織づくりを提供しています。とくに
幹部社員のリーダーシップの向上、社内風土の活性化、従
業員が企業の理念やビジョンを理解し貢献意欲を持ちつ
つ、スキルや能力、経験を最大限に発揮し、モチベーショ
ン高く働けるための支援や、離職予防のための手順を教え
ることが得意です。 
「特定非営利活動法人リラクセーション桜」では、メンタル
ヘルス問題に直面している人の発見や、予防・改善に向け
た社会貢献活動を行っています。ソーシャルビジネスの事
業系 NPO法人として 2012年には大分県のソーシャルビジ
ネス支援事業のモデル団体に選出、以降メンタルヘルス
業界の NPO のリーダーとして“働くひとのメンタルヘルス”の
社会的課題を寄付や助成金などに頼らずビジネスの手法
を取り入れ問題解決に取り組む活動をしています。 

 


